
BBSジャパン株式会社の事業適応計画のポイント
2023年10月31日

１．事業適応計画の実施期間
2023年10月～2025年6月

２．生産性向上目標
炭素生産性を63.5％向上させることを目標とする。

３．前向きな取組の内容
製品の製造工程において、5,000ｔプレス機から9,000
ｔプレス機への更新を実施し、灯油からガスへの燃料転
換を行う。また、会社全体で、オンサイトPPAを活用し、
使用する電力の非化石化を図る。これにより、 CO₂排出
量の削減及び付加価値額の増加を両立させ、炭素生
産性を向上させる。

４．支援措置
税制措置 (カーボンニュートラルに向けた投資促進税制)

⚫ BBSジャパン株式会社は、社会情勢の変化を踏まえ、クリーンな地球環境を次世代に引き継ぐことの重要性を認識し、環
境に配慮した事業活動を行うとの環境方針を設定しており、CO₂排出量の削減等に向けた活動を進めています。

⚫ この活動により、省エネの推進及び再生可能エネルギーを積極的に活用し、炭素生産性を向上させていきます。

＜事業適応計画の概要＞ ＜取組内容のイメージ＞
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本社・高岡工場 会社全体

プレス機ラインの更新に
よるCO₂排出量の削減

オンサイトPPAによる
電力の非化石化
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